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令和４年３月18日午前10時開議 

 

 

   △開  議 

○議長（川越信男）  おはようございます。定

刻、定足数に達しておりますので、ただいまか

ら休会明けの本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配布いたしたと

おりであります。 

   △諸般の報告 

○議長（川越信男）  日程第１、諸般の報告を

行います。 

 この際、議長の報告を行います。 

 監査委員から、令和４年１月分の出納検査結

果報告がありましたので、写しをお手元に配付

しておきましたから御了承願います。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

   △議案第１号～議案第３号、議案第12号

～議案第23号、請願第７号、陳情第

13号一括上程 

○議長（川越信男）  日程第２、議案第１号か

ら日程第４、議案第３号までの議案及び日程第

５、議案第12号から日程第16、議案第23号まで

の議案15件並びに日程第17、請願第７号の請願

１件及び日程第18、陳情第13号の陳情１件を一

括議題といたします。 

 件名の朗読を省略いたします。 

 癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

議案第１号 垂水市固定資産評価審査委員会条

例等の一部を改正する条例 案 

議案第２号 垂水市国民健康保険税条例の一部

を改正する条例 案 

議案第３号 垂水市消防団条例の一部を改正す

る条例 案 

議案第12号 令和４年度垂水市一般会計予算 

案 

議案第13号 令和４年度垂水市国民健康保険特

別会計予算 案 

議案第14号 令和４年度垂水市後期高齢者医療

特別会計予算 案 

議案第15号 令和４年度垂水市交通災害共済特

別会計予算 案 

議案第16号 令和４年度垂水市介護保険特別会

計予算 案 

議案第17号 令和４年度垂水市老人保健施設特

別会計予算 案 

議案第18号 令和４年度垂水市病院事業会計予

算 案 

議案第19号 令和４年度垂水市漁業集落排水処

理施設特別会計予算 案 

議案第20号 令和４年度垂水市地方卸売市場特

別会計予算 案 

議案第21号 令和４年度垂水市簡易水道事業特

別会計予算 案 

議案第22号 令和４年度垂水市水道事業会計予

算 案 

議案第23号 垂水市職員の育児休業等に関する

条例の一部を改正する条例 案 

請願第７号 補聴器購入費用の助成を求める請

願 

陳情第13号 安心安全が担保され、将来負担の

少ない庁舎等の耐震補強工事の実施につ

いての陳情 

 癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（川越信男）  ここで、各委員長の審査

報告を求めます。 

 最初に、産業厚生委員長、梅木勇議員。 

   ［産業厚生委員長梅木 勇議員登壇］ 

○産業厚生委員長（梅木 勇）  おはようござ

います。 

 去る２月21日の本会議において、産業厚生常

任委員会付託となりました案件について、３月

７日に委員会を開き審査いたしましたので、そ

の結果を報告いたします。当日は、請願第７号

補聴器購入費用の助成を求める請願の取扱いに

ついて審査が行われました。 
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 審査に入り委員からは、高齢者の生活の質を

維持し、ひいては市民の福祉の増進にもつなが

るので賛成。また、難聴により認知症の危険性

を高める可能性もあることと、令和２年３月議

会で同様の難聴者補聴器購入補助制度の創設を

求める意見書案が可決されているので賛成とし

た意見が出され、採決の結果、請願第７号は採

択となりました。 

 以上で、報告を終わります。 

○議長（川越信男）  次に、総務文教委員長、

池山節夫議員。 

   ［総務文教委員長池山節夫議員登壇］ 

○総務文教委員長（池山節夫）  おはようござ

います。 

 去る２月21日、３月３日の本会議において、

総務文教常任委員会付託となりました各案件に

ついて、３月８日に委員会を開き審査いたしま

したので、その結果を報告いたします。 

 まず、議案第１号垂水市固定資産評価審査委

員会条例等の一部を改正する条例案について申

し上げます。 

 審査の過程において、押印関係の改正はこれ

で終わったかとの質問があり、改正が必要な条

例は今回の４件で、そのほかの規則等は総務課

で一括して改正を行っているとの回答がありま

した。 

 審査の後、本案の採決を行ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 次に、議案第23号垂水市職員の育児休業等に

関する条例の一部を改正する条例案では、育児

休業の対象者数や取得期間について質疑が交わ

されたほか、休業補償について質問があり、現

在はハローワークの雇用保険等で休業補償が出

ており無給だが、令和４年度から育児休業期間

中は有給となるとの回答がありました。 

 審査の後、本案の採決を行ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 次に、議案第２号垂水市国民健康保険税条例

の一部を改正する条例案では、資産割額の廃止

に伴う税率改定が与える市民生活への影響につ

いて質疑が交わされたほか、本市の応能・応益

割合について質問があり、県の運営方針に基づ

き地域の実情や所得水準を踏まえ、４対６に設

定しているとの回答がありました。 

 審査の後、本案の採決を行ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 最後に、議案第３号垂水市消防団条例の一部

を改正する条例案では、災害による支給単位の

考え方と財源について質問があり、出勤報酬の

支給単位１日とは、災害による出勤出動であれ

ば１時間でも同額であり、これまでどおり普通

交付税措置されるとの回答がありました。 

 審査の後、本案の採決を行ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 以上で、報告を終わります。 

○議長（川越信男）  次に、庁舎整備検討特別

委員長、感王寺耕造議員。 

   ［庁舎整備検討特別委員長感王寺耕造議

員登壇］ 

○庁舎整備検討特別委員長（感王寺耕造）  去

る２月21日及び３月４日の本会議において、庁

舎整備検討特別委員会付託となりました案件に

ついて、３月９日に委員会を開き審査いたしま

したので、その結果を報告いたします。 

 最初に、陳情第13号安心安全が担保され、将

来負担の少ない庁舎等の耐震補強工事の実施に

ついての陳情について協議がなされました。 

 審査の中では、本庁舎の設計図が存在し閲覧

できる状況ながら閲覧されてないことが見受け

られること。外部検討委員会に委員参加の行動

をされていない中で陳情を行うことは陳情の本

質から逸脱してるのではないか。また、既に議

会として早急に耐震化を進めると一定の結論を

出している等の意見がありました。 

 審査の後、本件の採決を行ったところ、不採

択となりました。 
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 次に、議案第12号令和４年度垂水市一般会計

予算案中の企画政策課所管費目についての説明

の後、入札について質問があり、これまで他の

公共施設においては、耐震診断を行った事業者

以外の事業者が耐震補強計画を作成する場合に

は、改めて耐震診断の内容把握や現地調査等の

業務が必要となることから、随意契約を行って

いるが、予算が可決されたなら、土木課建築係

と入札方法について協議していきたいとの回答

がありました。また、委託費の内訳やその根拠、

指名の周知方法、視察先など、様々な質問がな

されました。 

 次に、消防本部の所管費目については、本庁

舎と構造が違うが、特別な耐震を考えていない

のかとの質問に対し、耐震補強計画においては、

耐震補強は基準によって行われるため、施設の

用途の違いによって特別な耐震補強を行うこと

はないとの回答がありました。 

 審査の後、本案の採決を行ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 以上で、報告を終わります。 

○議長（川越信男）  次に、予算特別委員長、

感王寺耕造議員。 

   ［予算特別委員長感王寺耕造議員登壇］ 

○予算特別委員長（感王寺耕造）  去る、３月

４日の本会議において、予算特別委員会を設置

し、委員会付託となりました令和３年度各会計

予算案について、３月９日及び10日の議案に対

する質疑、14日には市長への総括質疑の計３日

間にわたり委員会を開き審査をいたしましたの

で、その結果を報告いたします。 

 最初に、議案第12号令和４年度垂水市一般会

計予算案につきましては、ふるさと納税制度事

業費の入札の在り方及び小中学校教育振興費に

対する総括質疑がなされ、ふるさと納税制度事

業費では、コールセンター業務事業において１

社の見積りによる随意契約であるが、競争性の

担保はどこでなされているのかとの質問に対し、

幅広い実務的な知識と組織体制の保有が必須で

あることから、安定的な履行が可能な事業者が

特定される業務であると判断し、関係法令に基

づき総合的に鑑み、市内企業である株式会社垂

水未来創造商社と随意契約を締結しているとの

回答がありました。 

 また、小中学校教育振興費では、コロナ禍に

おける小中学校教育における就学援助費の認定

基準の引上げや、補助対象の拡大が必要ではな

いかとの質問に対し、要保護者に準ずる制度に

困窮していると認められる準要保護者に対する

就学援助については、認定基準所得額を生活保

護基準に基づき算出される額の1.3倍と緩和す

ることにより、より多くの子供たちの就学援助

の機会の提供ができているとの回答がありまし

た。 

 審査の結果、挙手による採決を行い、賛成多

数により原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第13号令和４年度垂水市国民健康

保険特別会計予算案、議案第14号令和４年度垂

水市後期高齢者医療特別会計予算案、議案第15

号令和４年度垂水市交通災害共済特別会計予算

案、議案第16号令和４年度垂水市介護保険特別

会計予算案、議案第17号令和４年度垂水市老人

保健施設特別会計予算案、議案第18号令和４年

度垂水市病院事業会計予算案、議案第19号令和

４年度垂水市漁業集落排水処理施設特別会計予

算案、議案第20号令和４年度垂水市地方卸売市

場特別会計予算案、議案第21号令和４年度垂水

市簡易水道事業特別会計予算案及び議案第22号

令和４年度垂水市水道事業会計予算案につきま

しては、いずれも異議はなく、原案のとおり可

決されました。 

 以上で、報告を終わります。 

○議長（川越信男）  これから質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  質疑なしと認めます。 
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 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論の通告がありますので、発言を許可いた

します。 

   ［持留良一議員登壇］ 

○持留良一議員  それでは、討論を行いたいと

思います。 

 まず、議案第12号令和４年度垂水市一般会計

予算案と議案第14号令和４年度垂水市後期高齢

者医療特別会計予算案について、反対の討論を

行います。 

 最初に、議案第12号令和４年度垂水市一般会

計予算案について行います。 

 総括質疑で市長は、歳入の関係では来年度の

市の予算は、施政方針でも示されたように、当

初予算と22年度補正予算、さらに地方創生臨時

交付金などを加えると、自治体でのコロナ禍に

おける財源は一定程度確保されていると認識も

示されました。また、コロナ禍の下で財政の困

難を乗り切るために、具体的かつ建設的な提案

を行いました。そして、対策提案として市民の

暮らし・命を守る施策、新型コロナ対策と支援、

感染防止と社会的弱者支援を優先し福祉施設を

充実させる、地元中小零細企業・地場産業を中

心として、地域内経済循環の確立を目指すこと

が重要だということでした。この点では、共通

の認識、方向が確認されたものと考えます。 

 ただ、歳入の課題は、市政とは厳しいていに

はありますが、基金の取崩しはなく、政策的経

費かかる財源である市債も懸念はあるものの、

地方債残高は、来年末では対前年度の関係でも

減額の方向が示されました。 

 問題は歳出です。以下、主な点について述べ

て反対の理由といたします。 

 １点目は、農業政策です。農業問題は今大き

な岐路に差しかかっていると考えます。そのた

めに自治体として何が求められているかという

ことです。それは、人材育成、担い手確保だと

考えます。特に農家減少が進む中、必要な施策

として新規就農支援事業や市独自の支援策の充

実策が提案されました。市独自の施策について

は大変評価できるものです。しかし定着しても

らうには、生産を継続できる所得の補償が最も

必要ではなかったでしょうか。これらは国への

支援を求めることも重要と考えます。また、経

営の安定ということで収入保険があり、市が一

定の負担をしています。これも大変評価できる

ものですが、掛金の負担が重たく加入が伸び悩

んでいます。国への保険料負担の軽減の要望、

そして市としての負担の増額、長期の支援を必

要と考えます。 

 ２点目は、ウィズコロナ・アフターコロナに

向けた社会的経済活動の活性化の問題です。新

型コロナ感染は、まだ厳しい状況の中にありま

す。そんな中、ワクチン３回接種、子供たちへ

の接種が始まりました。問題は、事業者支援で

切れ目のない対策と支援で市民の暮らしと生業

を守ることです。事業復活支援金などの申請受

付や支給が始まりました。県もまん延防止等の

関係で始めています。この支援金等の対象外で

困っている関連業者もあり、また問題点もあり

ます。市として国や県など、救済できない事業

者への支援が必要です。このことが、ウィズコ

ロナ・アフターコロナに向けた社会経済活動の

活性化と存続の推進になっていくのではないで

しょうか。 

 ３点目は、未来への挑戦の問題です。子育て

環境の充実、周産期及び子供の発達において、

また妊産婦に対する医療費等の切れ目のない支

援は大いに評価できるものです。しかし、デジ

タル化、オンライン化の推進が提案されました。

デジタル技術は人類が生み出した最新の技術で

す。地方自治においてこの技術を有効に活用し、

住民の福祉の増進を図ることが求められていま

す。しかし、デジタルの技術は未完であり、セ

キュリティーも万全ではありません。誤った使



－160－ 

い方をすれば住民に重大な被害をもたらします。

個人情報の追跡等による人権侵害や峻別、差別、

集積された個人情報の大量漏えい、なりすまし

犯罪などによる財産被害、国による個人情報の

一元管理の危険性もあります。これは政府も認

めています。また、コンビニで住民票の発行が

今回の予算で可能になっていきます。予算審査

でも明らかになったように、初期投資や今後の

財政負担の問題も懸念材料があります。全国で

はこのことで支所等の廃止が行われています。

窓口での個別の相談業務は、多面的な住民の要

望に応える仕事です。デジタル化によって窓口

対面のサービスを縮小させていくことは認めら

れません。 

 ４点目は、ふるさと納税事業費の入札問題で

す。随意契約には競争性の確保は重要であると

いうことは共通の認識であり、国も随意契約に

ついて競争性の確保を強く自治体に求めていま

す。ではなぜ、随意契約が問題になるのか。そ

れは法律に基づいて強制的に徴収される税金の

運営については、公平性、公正性、競争性が確

保される必要があるからです。これを担保する

には、関係法令が存在し、官公庁の契約方式は

一般競争入札が原則となっています。一般競争

入札は、金額の大きな契約が対象ですが、事務

的に時間がかかる問題や事務の簡素化のため、

少額の契約等はじめ随意契約が認められていま

す。しかし、少額の契約の場合は、同一の会社

と繰り返す経緯があったり、業者との癒着が疑

われるリスクが高く、同一の会社との随意契約

を繰り返すのは好ましくないという指摘もあり

ます。それは特定の民間企業との随意契約を繰

り返せば、市民の税金が特定の企業へ流れてし

まう懸念、恣意的な随意契約は公平性、公正性

が阻害される手続になるという問題があると言

われています。 

 そこで随意契約は、次の点を重視しています。 

 １つは、価格競争を実施した結果として同一

の会社と随意契約を繰り返す場合は問題ないと

いうことです。契約の獲得する機会を十分に確

保しているということです。この競争性を確保

した手続が存在していることが重要だというこ

とです。結果的に同じ会社と随意契約を繰り返

すことになっても問題なく、同じであれば癒着

と疑われることがないからです。疑われること

のないようにすることが基本ではないでしょう

か。 

 ２点目は、内容が特殊で同じ会社しか対応で

きない場合は、競争性のない随意契約は問題な

いという指摘です。要は、特殊性の判断と公開

して入札すれば、競争性の機会が確保され、官

公庁の契約手続として適正になるという考えで

す。これから検討し実行されていけば、随意契

約については、疑義は生まれないというふうに

思います。本市の契約規則の第24条第３項にも

そのことが、なるべく２人以上の者から見積書

を徴するものとするというようなことも書かれ

ています。大崎町は、来年度のふるさと納税業

務委託を公平性、公正性、競争性を確保するた

めの方法として、プロポーザル方式で契約の相

手方を選定するということになりました。 

 最後の点は５点目、小中学校教育振興費、扶

助費、就学援助費については、保護者を巡る生

活実態はコロナ禍の中、厳しい状況にあること

が令和３年度の県の所得推計の結果からも明ら

かです。また、国による初の全国調査、子供の

生活状況調査分析報告書が行われ、分析結果の

概要で収入基準が低い世帯や独り世帯では、新

型コロナ感染症の影響を受け生活水準の状況が

さらに厳しくなっている可能性があると指摘を

しています。特に貧困層への支援制度の活用が

就学援助では58％、児童扶養手当では46％、生

活保護は６％に過ぎず、特にシングルマザーの

多くは生活保護の受給経験がなく、コロナ禍で

も求職活動していると述べています。 

 また、財務省が発表した2021年度の見通しで、
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国民負担率は過去最高46.1％となり、その背景

として消費税率引上げや社会保障の負担がある

と見ています。このような背景の中、国はコロ

ナ対策支援、子育て世帯や非課税世帯への給付

金など十分ではないと思いますが、国の責任で

生活支援を行っています。 

 そこで、学校教育法第19条では、経済的理由

によって就学困難と認められる学齢児童生徒の

保護者に対して市町村は、必要な援助を与えな

ければならないと。また子供の貧困対策に関す

る大綱では、教育の支援、６番目に教育負担の

軽減で就学援助が必要な世帯に活用、充実を図

るとなっています。この点からも、他の地域と

比較することなく、準要保護世帯の認定基準の

引上げや支給の拡大、クラブ活動、ＰＴＡ、生

徒会費、オンライン学習費も教育費の負担に悩

む家庭の子供たちを制度の運用で応援できたは

ずです。今、大事なのは、子供たちに寄り添っ

た施策の実行が求められているはずであります。 

 以上、５点を上げて、議案第12号令和４年度

垂水市一般会計予算案に反対いたします。（発

言する者あり）議長。 

○議長（川越信男）  静かにしてください。 

○持留良一議員  次に、議案第14号令和４年度

垂水市後期高齢者医療特別会計予算案について

討論いたします。 

 政府は、令和４年10月１日より75歳以上の医

療費窓口負担を現行の１割から２割にするとし、

その対象は、単身者で年収200万円以上、２人

以上世帯の場合は320万円以上としています。

国は２割負担による受診抑制で医療費給付を公

費負担分1,140億円減ると試算をしています。 

 そこで反対する第１の理由は、高齢者の医療

費負担がさらに重たくのしかかることです。こ

の10年間で公的年金額は実質6.7％も削減され

続け、新年度はさらに0.4％減額される見込み

です。後期高齢者医療制度は低年金、無年金の

高齢者からも保険料を徴収しており、多くの方

からの保険料の負担が重いという声が上がって

います。加えて、消費税の増税に物価高、介護

保険料値上げなど支出は増えるばかりで頼りの

年金がさらに減り続け、怒りの声も寄せられて

います。財務省の発表でも、先ほど言いました

とおり、国民の負担率は最高の46％となってい

ます。そもそも国の責任で国民の医療を支える

税制度を構築すべきであり、この間に肥大して

きた高齢者の医療の国庫負担を元に戻すことこ

そ急務ではないでしょうか。現役世代と高齢者

世代に対立があること自体は大きな問題であり

ます。 

 反対する第２の理由は、窓口負担の２倍化は

さらなる受診抑制につながるからです。コロナ

の影響で2020年度の医療費は前年度と比較して

かなり落ち込み、感染を恐れて高齢者の外出抑

制と広範な受診控えが発生しました。年を重ね

れば体のあちこちに症状が出るのは当然であり、

通院や薬を減らすことは病状悪化に直結します。

むしろ悪化してからの受診では手遅れになりか

ねない上、かえって医療費の増大を招きかねま

せん。コロナ禍の下、本来の政治でやることは

思い切った負担軽減であり、公的責任で安心し

て医療を受けられる体制の拡充が必要です。 

 以上の理由から、議案第14号令和４年度垂水

市後期高齢者医療特別会計予算案には反対をい

たします。 

○議長（川越信男）  以上で、通告による討論

は終わりました。 

 ほかに討論はありませんか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 最初に、議案からお諮りいたします。 

 御異議がありますので、議案第12号及び議案

第14号を除き、各議案を各委員長の報告のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 
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○議長（川越信男）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第12号及び議案第14号を除き各

議案は各委員長の報告のとおり決定いたしまし

た。 

 次に、議案第12号を起立により採決いたしま

す。 

 なお、起立されない方は否とみなします。 

 委員長の報告は可決であります。 

 それでは、委員長の報告のとおり決すること

に賛成の方は起立願います。 

   ［賛成者起立］ 

○議長（川越信男）  起立多数でございます。 

 よって、議案第12号は委員長の報告のとおり

決定いたしました。 

 次に、議案第14号を起立により採決いたしま

す。 

 なお、起立されない方は否とみなします。 

 委員長の報告は可決であります。 

 それでは、委員長の報告のとおり決すること

に賛成の方は起立願います。 

   ［賛成者起立］ 

○議長（川越信男）  起立多数です。 

 よって、議案第14号は委員長の報告のとおり

決定いたしました。 

 次に、請願をお諮りいたします。 

 請願第７号を委員長の報告のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  異議なしと認めます。 

 よって、請願第７号は採択とすることに決定

いたしました。 

 次に、陳情をお諮りいたします。 

 陳情第13号に対する委員長の報告は不採択で

す。 

 したがって、原案について採決します。 

 陳情第13号を採択される方は起立願います。 

   ［賛成者起立］ 

○議長（川越信男）  起立少数です。 

 よって陳情第13号は不採択とすることに決定

いたしました。 

   △議案第24号～議案第27号一括上程 

○議長（川越信男）  日程第19、議案第24号か

ら日程第22、議案第27号までの議案４件を一括

議題といたします。 

 件名の朗読を省略します。 

 癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

議案第24号 垂水市議会議員の議員報酬及び費

用弁償等に関する条例の一部を改正する

条例 案 

議案第25号 垂水市長等の給与に関する条例の

一部を改正する条例 案 

議案第26号 垂水市職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例 案 

議案第27号 垂水市第２号会計年度任用職員の

給与に関する条例の一部を改正する条例 

案 

 癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（川越信男）  説明を求めます。 

○総務課長（和泉洋一）  おはようございます。 

 議案第24号垂水市議会議員の議員報酬及び費

用弁償等に関する条例の一部を改正する条例案

について御説明申し上げます。 

 本議案は、国の特別職の給与に関する法律の

一部改正により、期末手当の支給月数が改定さ

れることに伴い、垂水市議会議員の期末手当の

年間支給月数を現在の3.35月分から3.25月分へ

0.1月分引下げようとするものでございます。 

 また、併せて令和３年12月期末手当での引下

げ相当分を令和４年６月期末手当で調整しよう

とするものでございます。 

 それでは、改正の内容について添付しており

ます新旧対照表で御説明いたします。 

 期末手当の支給月数を年間0.1月分引下げる

ために、第５条第２項中、100分の167.5を100

分の162.5に改正するものでございます。 

 附則としまして、附則第１項はこの条例を公
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布の日から施行しようとするものでございます。 

 また、附則第２項で令和４年６月に支給する

期末手当に関する特例措置として、令和３年度

の引下げ相当分として令和３年12月支給時に減

額される予定であった相当額を調整額として

167.5分の10を減額することを定めるものでご

ざいます。 

 附則第３項は、規則への委任について定めた

ものであり、この条例の施行に関し必要な事項

は別に規則で定めようとするものでございます。

御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

 次に、議案第25号垂水市長等の給与に関する

条例の一部を改正する条例案について御説明申

し上げます。 

 本議案は、議案第24号同様、国の特別職の給

与に関する法律の一部改正に伴い、市長、副市

長及び教育長の期末手当の支給月数を現在の

3.35月から3.25月へ0.1月分引下げようとする

ものでございます。 

 改正の内容につきましては、議案第24号と同

様となりますので、説明は省略させていただき

ます。御審議のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

 次に、議案第26号垂水市職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例案について御説明申

し上げます。 

 令和３年８月10日に人事院が国家公務員の給

与に関する勧告を公表し、これに基づく国家公

務員の一般職の職員の給与に関する法律の一部

改正する法律案が現在国会で審議中でございま

す。 

 本議案は、この人事院勧告に基づき改正しよ

うとするものでございます。 

 人事院勧告への対応は、例年12月に改正して

おりましたが、令和３年11月24日に公務員の給

与改定に関する取扱いについてが閣議決定され、

総務副大臣より令和３年度の引下げ相当額につ

いては、令和４年６月の期末手当から減額する

ことで調整するよう地方公務員についても求め

られたことにより、今回改正を行うものでござ

います。 

 なお、令和３年の給与改定は、民間の賃金状

況を反映し、賞与は引き下げる見直しとなって

おり、給与については改定の必要なしとなって

おります。 

 それでは、改正の内容について添付しており

ます新旧対照表で御説明いたします。 

 第16条第２項において、今回、人事院勧告に

基づき期末手当の年間支給月数を0.15月分引き

下げることから、100分の127.5を100分の120に

改めるものでございます。 

 また、同条第３項において、再任用職員に対

する期末手当の支給について規定しており、第

２項を読み替えていることから、関連して改め

ようとするものでございます。 

 附則としまして、附則第１項でこの条例は公

布の日から施行しようとするものでございます。 

 附則第２項で、令和４年６月に支給する期末

手当に関する特例措置として、令和３年度の引

下げ相当分として、令和３年12月支給時に減額

される予定であった相当額を調整額として、正

規職員127.5分の15、再任用職員72.5分の10を

減額することを定めるものでございます。 

 附則第３項は、規則への委任について定めた

ものであり、この条例の施行に関し必要な事項

は、別に規則で定めようとするものでございま

す。御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

 引き続き、議案第27号垂水市第２号会計年度

任用職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例案について御説明申し上げます。 

 本議案は、議案第26号同様、人事院勧告に基

づくもので、第２号会計年度任用職員の期末手

当については、職員の給与条例を読み替えてい

ることから関連して改正しようとするものでご

ざいます。 

 それでは、添付しております新旧対照表で御
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説明いたします。 

 改正の内容につきましては、議案第26号で説

明しましたとおり、100分の127.5を100分の120

に改めようとするものでございます。 

 なお、本市の会計年度任用職員については、

人事院勧告に基づく期末手当の引下げ及び特例

措置は行いません。 

 附則としまして、この条例は公布の日から施

行しようとするものでございます。 

 以上で説明を終わりますが、御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（川越信男）  ここで、暫時休憩いたし

ます。休憩時間中、全員協議会室におきまして

全員協議会を開きますので、ただいまの議案を

持って御参集願います。 

     午前10時38分休憩 

 

     午前10時55分開議 

○議長（川越信男）  休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 先ほど議題といたしました議案に対し、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

○持留良一議員  先ほどの議論の中で、確かに

民間企業は4.32、公務員が4.45ということで、

こういう背景を考えながら減額になったという

ふうに思います。 

 しかし、一方では先ほど言われた２年連続の

一時金の減額になっているというのもあります

し、また、給与は公務員全体、民間よりも19円

低いというようなデータも示されてます。特に、

私は問題だったのは、このコロナ禍で公務労働

の本当に、しっかり応え切ってないんじゃない

かと。地域の経済活性化に背を向けた中身じゃ

ないかというふうに思うんです。こういうこと

が指摘されてもおかしくないというふうに思い

ますが、市長はこの辺りどのようにお考えで

ゴーサインを出されたのか聞きたいと思います。 

 あと、会計年度任用職員は先ほどお聞きした

とおり、該当ないということで安堵いたしたと

ころでありますけど、その点について市長のほ

う、お願いします。 

○市長（尾脇雅弥）  詳細の中身は先ほど御説

明したとおりであります。持留議員の今の、と

は言うもののというこのコロナ禍の中で落とし

ていただいていると。基本的には同感です。大

変な業務がプラスアルファ増えて、本来であれ

ばそういう形での対応というのもあるわけです

けれども、社会情勢もろもろ見ても人事院の勧

告ということを遵守をしながら、今回はこのよ

うな決断をさせていただきました。 

 また、もう一点が会計年度任用職員に関して

は、先ほど説明があったように、短時間の労働

の皆さんは対象とならないということで、そこ

に影響がなかったことはよかったというふうに

思っております。 

 いずれにしても、皆さんがやりがいを持って

よい環境の下で、給与も含めて、していくこと

が今後の課題でもありますので、そういうよう

な形で進めてまいりたいというふうに思ってお

ります。 

○議長（川越信男）  ほかに質疑ありませんか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りいたします。 

 議案第24号から議案第27号までの議案４件に

ついては、会議規則第37条第３項の規定により

委員会への付託を省略したいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第24号から議案第27号までの議

案４件については、委員会への付託を省略する

ことに決定しました。 

 これから討論を行います。 
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 討論はありませんか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 議案第24号から議案第27号までの議案４件に

ついて、原案のとおり決することに御異議あり

ませんか。 

   ［「異議あり」の声あり］ 

○議長（川越信男）  何号ですか。（「26、

27」の声あり）26、27。（「はい」の声あり） 

 御異議がありますので、議案第26号及び議案

第27号を除き、各議案を原案のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第26号及び議案第27号を除く各

議案は、原案のとおり決定しました。 

 次に、議案第26号は起立により採決いたしま

す。 

 なお、起立されない方は否とみなします。 

 本議案を原案のとおり決することに賛成の方

は起立願います。 

   ［賛成者起立］ 

○議長（川越信男）  起立多数です。 

 よって、議案第26号は可決することに決定し

ました。 

 次に、議案第27号は起立により採決いたしま

す。 

 なお、起立されない方は否とみなします。 

 本議案を原案のとおり決することに賛成の方

は起立願います。 

   ［賛成者起立］ 

○議長（川越信男）  起立多数です。 

 よって、議案第27号は可決することに決定し

ました。 

   △意見書案第17号上程 

○議長（川越信男）  次に、日程第23、意見書

案第17号を議題といたします。 

 案文は配付いたしておりますので、朗読を省

略いたします。 

 癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

意見書案第17号 消費税の適格請求書等保存方

式（インボイス制度）の導入の延期・中

止を求める意見書 案 

 癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（川越信男）  お諮りいたします。 

 ただいまの意見書案については、提出者の説

明を省略いたしたいと思いますが、これに御異

議ありませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  異議なしと認めます。 

 よって、そのように決定いたしました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

○池山節夫議員  すみません。お伺いします。

この提出のここに、中段辺りに「仕入れや経費

に含まれる消費税を価格や単価に転嫁できなけ

れば」ってあるんですけど、価格や単価に転嫁

しないといけないもんだと思うんですよ。それ

を今はそれがしなくてもいいという状態なんで

すけど、ここをそういうふうに変えていかない

と、税の公平性が保たれないということでこの

インボイス制度が導入されるんじゃないかと思

っているんですけど、この辺のその転嫁できな

ければと言われるその、転嫁できている人も、

できる人もいると思うんですよ。だからこの辺

のことをちょっと、まず質問してもいいですか。 

○持留良一議員  そもそもが、インボイス制度

という制度が、インボイスいわゆる適格請求書

等と呼ばれる伝票を基に消費税の納税額を計算

する仕組みだということですよね。インボイス

は、税務署が発行する登録番号を記載した取引

ごとにやり取りをする伝票、いわゆる請求書だ

ったり領収書、送り状など、このことで８％、

10％ごとにまとめた金額を記載すると。いわゆ
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る仕入れや経費を支払う相手先からインボイス

がもらえないと売上げにかかる消費税から差し

引くことができず、消費税の納税額が増えてし

まうという。今までそういうのがなかった人た

ちが、そういう形で今度すると当然増えるとい

う仕組みになるということで、これはやはり経

営の危機に大きな影響を与えるんじゃないかと

いうことで、例えば、全国青色申告会総連合は

こんなことを言ってます。免税事業者が取引か

ら排除されることが想定されると。小規模事業

者の納税に関わる税負担、事務負担に多大な影

響もあると。現行の区分記載請求書等があれば、

適正申告を行うことができるということを言っ

ています。全国青年税理士連盟の方は、免税事

業者が取引先から排除または仕入れ税額控除が

できない金額に相当する額の値引きを求められ

る事態が想定もされると。公平性を欠くし、免

税事業者が課税事業者を選択しなければ不利な

状況に陥ってしまうと。だからシステム費用だ

とか、経理処理の複雑化など事業者に多大な負

担を押し付けられてしまうということです。 

 それからあと、日本商工会議所の方ですけど

も、生産向上に逆行すると。免税事業者約500

万人いると言われてらっしゃいますけど、対す

る取引排除や不当な値下げ圧力等が生じる懸念

があると。中小企業はコロナ対応に追われ、イ

ンボイス制度の準備に取りかかれる状況じゃな

い。こういったことを言われてます。 

 それと、例えばシルバー人材センター、前議

論させていただいたんですけども、この負担が

増えることを紹介してます。鹿児島県のセン

ターでは、インボイスで約15万円の消費税額が

1,034万円になると。今15万円なんですけど

1,030万円になるとセンターの存続の危機を招

くと述べていらっしゃいます。年金で生活でき

ず働く高齢者がたくさんいるセンターの会員の

負担増を発生させずに補償をすべきだというよ

うなことも言われてます。 

 農家のほうでも大きな問題が出てくるという

のが指摘を、仮に農家が簡易課税制度を適用し

ても税込みの年間売上が900万円の事業者では

利益180万円で年間13万円の事業消費税負担に

なるということで、こういう形で以上のことが

心配、懸念されるということも言われています。 

 そういう意味で、私は今回２つのことで目的

を持って提案させていただいたんですけども、

１つはみんなで考えましょうよと。行って、こ

のやっぱり税制度、活用、勉強しようというこ

とも含めて提案させていただいていますので、

その辺りもぜひ御理解いただければというふう

に思います。 

○池山節夫議員  いい説明でよく分かりますよ。

だけど、じゃあ今小規模事業者で仕入れの部分

売上げになった、その差額の部分の消費税を免

れている、1,000万以上の人は全額払っている、

この辺の税の公平性ということはどう考えられ

ますか。 

○持留良一議員  消費税というのは一般的に預

り金ではないかというのが一般論ですよね。と

ころがこれはやっぱり預り金ではなく対価の一

部だと。（「ん」の声あり）対価の一部。（「お

お」の声あり）事業の。例えば、事業者が付加

価値にかかる税、立場が弱い事業者への過重な

負担の問題、今実態としてあるんですけども、

そういうことを考えると、やはりこれは単純な

預り金ではなくて、対価に対する一部だという

見方が大きな議論にもなってるし、私もそうだ

なというふうに思います。（「私は思いませ

ん」の声あり） 

○議長（川越信男）  よろしいですか。 

○池山節夫議員  よろしいですよ。 

○議長（川越信男）  ほかに質疑ありませんか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 



－167－ 

 討論はありませんか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 意見書案第17号を原案のとおり決することに

御異議ありませんか。 

   ［「異議あり」の声あり］ 

○議長（川越信男）  異議がありますので、意

見書案第17号は起立により採決いたします。 

 なお、起立されない方は否とみなします。 

 本意見書案について原案のとおり決すること

に賛成の方は起立願います。 

   ［賛成者起立］ 

○議長（川越信男）  起立多数です。 

 よって、意見書案第17号は原案のとおり可決

されました。 

 お諮りいたします。 

 ただいま意見書案が議決されましたが、その

提出手続及び字句、数字、その他の整理を要す

るものにつきましては、その整理を議長に委任

されたいと思います。これに御異議ありません

か。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  異議なしと認めます。 

 よって、その提出手続及び字句、数字、その

他の整理は議長に委任することに決しました。 

   △決議案第２号上程 

○議長（川越信男）  次に、日程第24、決議案

第２号を議題といたします。 

 提出者の説明を求めます。 

○持留良一議員  今回、皆さんも御存じのとお

り様々な状況が日々テレビで映し出されていま

す。子供たちへの影響、そして世界が懸念する

平和、そのことが大変私たちも心配であります。

であるならば、やはりしっかりと私たちも市民

の代表として議会として、その決議を上げてい

こうと、世論を大きくしていくと、その一助と

してこの決議案を提案するものです。 

 ロシアは一方的にウクライナへの軍事侵攻を

開始し、既に多数の民間人を含む人々の命が奪

われています。そしてまた各施設への攻撃、病

院への攻撃、本当に無差別的な攻撃が始まって

います。このことはウクライナの主権及び領土

の一体性を侵害し、武力の行使を禁ずる国際法

の深刻な違反であり、国連憲章の重大な違反で

あることからも断じて容認することができない。

そういうことを理由として提案いたしました。 

 以上です。 

○議長（川越信男）  これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 決議案第２号を原案のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（川越信男）  異議なしと認めます。 

 よって、決議案第２号は原案のとおり可決さ

れました。 

   △大隅肝属広域事務組合議会議員の選挙

について 

○議長（川越信男）  次に、日程第25、大隅肝

属広域事務組合議会議員の選挙についてを議題

といたします。 

 お諮りいたします。 

 選挙の方法につきましては、地方自治法第

118条第２項の規定により、指名推選によりた

いと思います。これに御異議ありませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 
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